
平成 30 年度南予地方局予算の実施状況（H31.3.31 現在） 

 

１ 予算事項名  南予津波災害等自助・共助推進費 

 

２ 事 業 期 間  平成 30 年度～令和元年度 

 

３ 所 管  総務企画部総務県民課 

 

４ 事 業 概 要  

   大規模災害発生時に公的な救助や支援が届くまでの間、ライフライン等が途絶する中

で住民自らが津波からの避難等により助かった命を守っていくため、地域住民や自主防災

組織が中心となって地域特性に応じた「自助」、「共助」による連携モデルを構築し市町

においてこれを普及させることで、地域防災力の向上を図る。 

 

 平成 30 年度 

予算額   619 千円 

 

５ 30 年度の事業実施状況  

（１）事業内容 

【検討事業】 

① 事前ワークショップ：被災時の地域の状況を再確認するとともに、孤立時に必 

要な対策について地区ごとに検討 

② ワークショップ  ：事前ワークショップをもとに、被災時に必要と考える資機

材、食料等について検討 

【検証事業】 

検討事業で拾い出した資機材等の対策について、備蓄の準備や施設整備等に係る

時系列の流れを整理し、地域が今後取り組む孤立対策やその進め方を確認した。 

【普及事業】（中止） 

     報告・意見交換会の開催： 

愛媛県歴史博物館（西予市宇和町）を会場とし、南予の自主防災組織関係者等が

参加した防災講演会および孤立対策検討地区の事例発表を実施する予定であった

が、平成 30 年７月豪雨災害の対応等のため、管内市町及び自主防災組織関係者よ

り参加困難との意見が寄せられたことを受け、「普及事業」については平成 31 年度

の実施分と合わせて 31 年度末に報告会を開催することとした。 

 

（２）各地区での事業実施状況 

   宇和島市下灘地区：平成 30 年 6 月 10 日から  平成 30 年 8 月 19 日まで（完了） 

愛南町由良半島地区：平成 30 年 6 月 4 日から  平成 30 年 8 月 5 日まで（完了） 

 

 

 

 



① 【宇和島市下灘地区】参加者：地域住民、下灘小学校児童・教諭 

② 【愛南町由良半島地区】参加者：地域住民、家串小学校児童・教諭 

 

事業名 

(実施日) 

実施内容及び 

実施場所 

参加者 

（人数） 
実 施 状 況 

検討 

事業 

6/10 

事前 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

下灘小学校 

体育館 

地域住民 

児童・教諭 

（62 名） 

  

6/24 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

下灘小学校 

体育館 

地域住民 

児童・教諭 

（76 名） 

  

検証 

事業 

8/19 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

下灘公民館 

 

地域住民 

児童・教諭 

（40 名） 

  

事業名 

(実施日) 

実施内容及 

び実施場所 

参加者 

（人数） 
実施状況 

検討 

事業 

 

6/4 

事前 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

家串小学校 

体育館 

地域住民 

児童・教諭 

（64 名） 

  

6/25 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

家串小学校 

体育館 

地域住民 

児童・教諭 

（57 名） 

  

検証  

事業 

8/5 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

家串小学校 

体育館 

地域住民  

児童・教諭 

（57 名） 

 

  


